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西日本 海 海 弄 に 於 ける 蝶 類 分 布 の 特異 性 
鳥居 正 名 


四 日 本 次 玉 , 即ち 中 関 地 方 の 日 本 海 々 誠 地 方 及 そ の 接 壊 地 に 於 ける 暴 天 分 布 が 極め て 特 
仁 を 状況 を 呈し て ゐる 事 は 余り 欧 進 者 の 注意 を ひか な か つた らし く あ まり 之 K 開 し た 議論 
は 見 られ な い . 

四 日 本 海 々 十 は 如何 な る 特異 性 を 持つ て ゐる か , 一 - 先 づ 第 一 に あげ ら る べき も の は 電 
鮮 皇 誕 に 分 布 し て 居り , 九州 に は 分 布 せ ず , 人 HN 
ゐる キマ ダラ ルリ ツバメ , 次 に あげ られ る の は , 同じ く 丸 州 K は 分 布 せ ま , 中國 ・ 近 襲 両 
地方 の 一 部 に 分 布 す る ツウ スイ ョ へ ヘ ウ ツウ モン モドキ , 又 勤 鮮 に 分布 し , 本 州 中 部 に 分 布 す る が 
同じ 本 州 で あり な が ら 隔 離さ 邊 て 大 山 に 残存 的 に 分 布 を 示す ゴマ シジミ ・ 朝 鮮 ・ 九 州 ・ 中 
國 に 分 布 す る テ フ モ ン シ ョ テ フ 等 特異 な 分 布 を 示す 例 が あげ られる. 

し か も と の 内 キマ ダラ ルリ ツバ メ と ウス イロ ョ ヘ ウ モ ン モ ドキ は 分 布地 似 て 居り 分布 線 
も 相似 で ある に か は ら ず , 前 者 は 南方 の 系 統 で あり . 後者 は 北方 の 系 統 で ある と いふ 相 
反し た 表象 な の で ある . し か も ゃ も 一 海峡 を は さ み 一 方 に は 多 産 し 一 方 に は 稀 K 産 する と いふ 
人 氏 的 分 布 に 似 た テ フ モ セン ショ テ フ の 欄 に 稀 で な く 比 較 中 本 竹 共 多 敷 に 探 集 され て ゐる の 
で ある . 

と ヽ を 最も 特異 な 陳 係 に あり , 本 婦 の 題目 で ある 西日本 海 埋 の 分 布 特異 性 を 示す 所 の キ 
マダ ラル リツ ズバ メ 及 び , ウス イ m ヘ ウ モ ン モ ドキ の 耳 穏 に 就 て 研究 の 歩 を 進め て 行く 事 と 
まる 。 

地質 月 者 と 読 く 所 に よれ ば , 普 鮮 九州 は 近 時 迄 接 績 し て ゐ た も の の 様 で ある が , と に 

生物 届 的 に 疑問 を 起 さ せる の は 近 時 秘 州 埋 鮮 間 が 援 績 し て 居 た な ら ば 堂 然 現在 二 鮮 分 
布 し , 本 州 (九州 北部 と 同じ 烏 候 條 件 に ある .) に ゃ も 分 布 し て ゐる 雨 竹 が 九州 も 分 布 し て 
も よい は まで ある . し か る K 前 揚 2 穏 を 見 る 朝鮮 に 分 布 し 九州 に 分 布 せ ず , は る か 隔 つ 
た 本 州 の 大 山 附近 か ら 東 へ 向 ひ 日 本 海 々 類 中 國 山 地 ・ 旭 波高 原 に 分 布 し て ゐる の は 妃 何 に 
解 竹 すべ き で あら うか . 

店 種 の 特異 的 分 布 を 巡っ つて 日 本 列 候 の 杜 成 を 考 へ て 見 よう . 

I 喜 洪 ・ 支 那 ・ 條 印 等 に 多 敷 見 られ る か ら , 営 然 キマ ダラ ル 
リツ バ メ は 串 先 を 南方 に 持つ 種 で ある 事 は た し か で ある 現在 の キマ ダラ ルリ ツバ メ が 豪 商 
っ 琉球 九州 で 市 国 表 開 と 分布 し た の で な り 事 は 全く 中 間 地 薄 C 州 四 國 。 球 球 等 
に 全く 分 布 を i ら か で ある . 更に キマ ダラ ルリ ツバ メ は 海峡 を 渡る 事 の 比較 
的 少 い 年 で ある と 云 へ る . 


20 日 本 鮮 交 日 形 全 合 幸 CVol.I 


ひる が へ つて ウス イロ ヘ ウ モ ンド キク の 分布 を 考 容 す る C, 出 地 わり み に 分 布 し , 比較 的 活 
箇月 の な い 所 か ら 見 る と と て も 海峡 を 渡る 事 は 不可 能 で 山地 た 残 條 的 分 布 を 示す 所 か ら 推 
し て キマ ダラ ルリ ツウ ズバ メ よ り 比 較 的 以 新 に 分 布 し て 米 た も の よ と 思 は れる 

否 衝 て 渡 潤 計 の な い 所 か ら 見 て 現在 各 分 市 人 也 は , 過ぎ し 時 代 IC 於 て 陸 績 き で あつ た 管 で 
ある . 又 ウ スイ ロ ヘ ウ モ ン モ ドキ が キマ グダグダ ラル リツ ッ ツバ メ よ り 以 前 に 来 た と いふ 事 は , キマ 
ダラ ルリ ツバ メ の 北進 を 支那 , 彰 魚 方 面 に 之 を は ゞ さむ 可 き 現象 が な ちあ つた も の と ょ と 考 へ られ る .・ 

聞 ち ウス イロ ヘス ウ モン モト は 寒冷 期 に 於 て 南下 し , 本 州 に 到 洲 し .。 キマ ダラ ルリ ウツ ウズ 
メ は 実 冷 期 が すぎ る と 猛烈 な 勢 で 友 那 大 陸 よ り 彰 魚 生 語 へ , 更に 本 州 へ と 分 布 し て 来 た も 
の ょ と 思 は 季 る . 

で は 地 人 満員 者 の 謗 く 昌 魚 * 九州 の 接 績 は 如何 に な る か 7 生物 陸上 ょ より 考察 し て 以上 の 
誠 く 槍 泰 され る 所 か ら , 右 矢 ・ 州 購入 寒冷 期 の 来る 以前 に 既に 沈降 し て 海 と な り , それ 
に 反し て 中 國 地 方 ・ 望 鮮 地方 前 が 陸 績 き で あつ た も の と 考 寄 出来 る . と れ が 壮 賞 で ある か 
か, 今後 地質 明 包 究 家 の 研究 を また ね ば な ら な い . 

以上 雑然 と 達 べ て 來 た が 現在 の 西日本 鶴 々 崖 の 工 類 分 布 の 特異 性 を めぐ り , 少し く 西 日 
本 衣 成 の 地 更 の 一 端 を 考 容 し て 見 た . 

町 昌 本 海 大 っ 彰 鮮 海 岩 酒 岩 に か け て 未だ 不 思 識 な 分 鉛 が 見 られ る が , 之 等 は 今後 俗 を 履 
め て 購 く 事 と し て , 今回 は キマ ダラ ルリ ツバ メ エ と ウス イ ヘ ウ モ ン モ ドキ を 巡 つ て 特異 の 
一 痛 を 考 窪 し て 上 兄 た の で ある が , 今後 と の 方 面 の 問題 に つい て 何ら か の 参考 と も ゃ なれ ば 幸 
之 に すぎ る も の は な い .  ( 昭 .20-8-19) 





ウラ キン シジミ の 新 産地 
本 衝 6 月 2 日 ヒメ ヒ カ ゲ 探 集 の 乱 , 京 痢 侍 邊 謀 本 へ 出 財 けた 時 よ か ら まず も ウラ キン シ ジ 
ミ ゃ 1 頭 を 探 寺 し た . 営 地 な 能勢 妙見 山 に も 近く , 京 郎 販 長 差 ヶ 后 よ り も 記 欠 が ある か ら , 
証する の も 営 然 と 思ふ が 珍 ら し いか ら 御 知ら せ す る . (鳥居 正 名 ) 


